
 

 

  

 平成２８年４月から改正社会福祉法により、社会福祉法人による「地域における公益的

な取組（社会貢献事業）」の実施が法人の責務として位置づけられました。  

 この取組は、次の３つの要件をすべて満たすことが必要となります。  

 （１）社会福祉事業または公益事業を行うに当たって提供される「福祉サービス」  
    であること 

 （２）「日常生活又は社会生活上の支援を必要とする者」に対する福祉サービスで 

    あること 

 （３）無料または低額な料金で提供されること  
 具体例としては ・夏祭り等、イベントの開催による住民間のつながりの再構築  

         ・働き手が少ない商店街との連携による就労支援  

         ・公共交通機関がない地域での移動支援や買い物送迎支援  
         ・災害支援ネットワークによる避難所支援 

         ・刑余者の自立支援に向けた自立準備ホームの登録  
 などが挙げられます。 
 石巻市内にはたくさんの社会福祉法人がありますので、実際にどんな社会貢献事業に取

り組んでいるのか、順番にご紹介していきたいと思います。  

 今回は「社会福祉法人なかよし会」さんをご紹介します。 
 インタビューにお答えくださった方は、なかよし保育園園長の千葉美絵さんです。 

社会福祉法人なかよし会 
■法人所在地  石巻市中里三丁目１０番７号  

■電話番号    ０２２５－９６－４５５１  

■ウェブサイト  http://nakahoi.jp/ 

■設立年月日  昭和５９年８月２６日 

■事業  

 保育所、地域子育て支援拠点事業、一時預かり事業  

■施設・事業所  

 なかよし保育園、石巻市立釜保育所、なかよし保育園地域子育て支援センター  

 釜子育て支援センターあおぞら  

■社会貢献事業  

（１）地域の親子と繋がる機会の構築  ～出張子育て支援センター～  

   ４月から１１月の毎週土曜日、北上公園に出向いて公園に遊びに来ている親子と一緒に歌を歌ったり、手遊びを

したりしながら、子育ての悩みを聞いています。 

   引っ越して間もなくて知り合いがいなかったり、子どもと一緒に遊べる場所が分からなかったりするお母さん等、

様々な悩みを抱えていらっしゃる保護者の方もおり、そんな悩みを少しでも解決できるよう、チラシ等でセンター

を知ってもらい、気軽に相談できる支援センターとして関わりを繋げながら、地域における支援に取り組んでいま

す。 

（２）サークル活動の支援  

   保育園や支援センターを通して繋がりができた保護者のみなさまが集まって、情報交換や日

頃の悩みの共有する場としてのサークル活動が行われており、その支援を行っています。場所

を提供したり、子育ての相談に応じたり、サークル行事の運営サポートを行っています。  

（３）各種イベントやサロン等を通しての地域での交流促進  

   おじいさんおばあさん世代とお孫さんとを対象とした孫育てひろばや、助産師さんグループに協力いただいての

ベビーマッサージ、また主任児童委員さんとの子育てふれあいサロン等の様々な事業を、地域のボランティアさん

や関係機関の協力をいただきながら実施し、交流の促進を図っており、これからも施設は、地域の交流拠点として

あり続けたいと考えています。 

石巻市内で活動している社会福祉法人のご紹介 

第４回インタビュー 

社会福祉法人なかよし会 



―今回は保育また子育て支援を担う社

会福祉法人として、なかよし会さんのご

紹介です。社会貢献事業について、お聞

かせ願います。 

千葉：保育園でお預かりしている子ども

の保育はもちろんですが、法人として保

育園（なかよし保育園・石巻市立釜保育

所（指定管理））が２か所あり、両園で地

域子育て支援センター（以下「センター」）

を運営しています。 

 そのセンターを地域の方、特に子育て

している中で一息つきたかったり、子育

てに悩みを抱えたりしている親御さん、

他にも、他県から引っ越してきて遊ぶと

ころが分からなかったり、知り合いがい

なかったりするお母さん方にご利用いた

だいております。 

 センターの利用を通じてママ友ができ、

病院や公園の情報を教えあったりして、

それをきっかけに、もう１０数年お友達

としてお付き合いをされている親御さん

方もいます。そういった面で地域への貢

献ができているのかなと思います。  

 中里のセンターではコロナ禍のため、

親子５組に限定させてもらい、予約制で

受け入れをしていますが、釜保育所では、

支援センターの部屋も広いので、その広

さを活かし、感染予防に留意しつつでは

ありますが、自由にご利用いただいてお

ります。 

 また、センターでは情報交換や日頃の

悩みの共有する場としてのサークル活動

が行われていますが、その支援として、

場所の提供等を開設当初から行い、サー

クル活動のサポートもしております。 

なかよし保育園園長の千葉美絵さん  

 各種講座や人気のある行事もコロナ対

策を考慮し、数組には限定しつつも、駐

車場が埋まるくらいにご利用をいただい

ております。 

 例えば、昨今、お母さんがお仕事に出

ていて、おばあちゃんが面倒を見ている

ご家庭も多いかと思うのですが、中里の

センターでは、「孫育て広場」というイベ

ントも行っており、おばあちゃんとお孫

さんでお越しいただき、遊んでいただい

たりもしています。「孫育て広場」は「ツ

インズデー」と共に双子ちゃん達にも遊

びに来てもらいます。年度によっては三

つ子ちゃんがいたりもします。家族みん

なで来て１対１でゆったりと関わり遊ん

だりしてご利用される方もいます。  

 他にも、両センターで、赤ちゃん教室、

親子教室等、ある程度同じくらいの年齢

のお子さんたちを中心に教室を実施して

おり、石巻市の歯科衛生士さんによる歯

科教室、助産師さんグループによるベビ

ーマッサージ、主任児童委員さん方によ



る子育てふれあいサロン等、いろんな繋

がりのなかで協力をいただいています。 

 最近では、中里地区にある「中里２８

会」の方々がボランティアで一緒に遊ん

でくださり、地域の方々と交流をしなが

ら、支援センターは盛りだくさんの事業

等を行っております。 

 石巻市社会福祉協議会さんからの助成

金を活用した人形劇も、年に１回ずつ両

センターで実施し、皆さんとても楽しみ

にされています。 

 また、なかよし保育園だけになります

が、一時預かり事業も行っております。

１日１０人までの受け入れで、保育園や

幼稚園を利用していないお子さんを対象

とし、年間で1,600人から1,800人くらい

のご利用があります。親御さんのご用事

やお仕事の都合、下の子が生まれて手が

かかる間などでご利用なさる方が多いで

す。 

 保育園ならではですが、給食も提供し

ており、お友達と一緒にトイレに行くこ

とでトイレトレーニングに繋がったり、

毎日顔を合わせるお友達は違いますが、

仲の良いお友達ができて、子どもたちの

世界の中でのいろんな関わり、やり取り

を経験したりしながら、子どもたちは楽

しく過ごされています。 

 

―お話を伺って地域・関係機関との密

接な繋がりが感じられます。 

千葉：そのような地域との繋がりや、様々

な機関等との繋がりを大事に長年、法人

としても取り組んできました。 

 中里のセンターでは、毎週土曜日には

北上公園に出向いて、出張支援センター

のような形で、公園に遊びに来ている

方々に声をかけながら、２０分程度の時

間ですが、一緒に歌を歌ったり、手遊び

をしたり、踊ったりしています。 

 中には「引っ越してきたばっかりで、

知人もおらず、この辺りのことが分から

ないんです」などという方もおり、支援

センターのチラシをお渡しして、「どうぞ

センターにお気軽にお越しください」と

お声がけしています。この取り組みを１

１月まで行い、１２月から３月は中里の

センター２階を開放して遊びに来ていた

だいています。 

育児支援事業の様子  

 

―盛りだくさんの取り組みですね。 

千葉：コロナ禍のため実施できていませ

んが、毎年６月には「なかよしバザー」

を企画していまして、保護者の方々と一

緒バザーをし、かき氷や焼きそば、みそ

おでん等を作ってみんなで食べて、子ど

もと親御さんで楽しむのはもちろん、地

域の方々にもお越しいただいて楽しんで

もらっております。 



 ８月にはお祭りも実施しており、こち

らも地域の方々に参加いただいています。

お化け屋敷もあり、地域の小学生なども

楽しんでくれています。 

 コロナウイルス感染症の影響で実施で

きないのが寂しい限りですが、地域の方

は本当に楽しみにしてくれていて、「バザ

ーはしないんですか」とお電話をくれる

くらいです。 

夏祭りでの金魚すくい  

 

―地域の方々が楽しみにしてくださっ

ているのは、本当にありがたいことです

し、法人としても嬉しいことですね。 

千葉：いつも子どもたちの声が大きいの

で、ご近所にご迷惑をおかけしないかと

思うところはあるのですが、ご近所の

方々はとても良くしてくださって、地域

に受け入れていただいていることで様々

な取り組みができているんだなと感じて

います。 

 釜保育所に関しては、震災の影響を受

け、何もなかったところから保育園がで

きて、そこに通う子どもたちが増えてき

ました。あの周辺は復興住宅も多いので、

ひょっとしたら子どもたちの声が聞こえ

ることに喜んでいただいているのではな

いかと思っております。そこで、ハロウ

ィンの催しを釜保育所で行うときは復興

住宅や周辺の地域にもお声がけをしてい

ます。 

 釜地区の町内会には、とても快く受け

入れていただいているようで、町内会の

夏祭りにご招待をされています。コロナ

禍で制限はあるものの、町内会の方々と

一緒に夏祭りに関われるのが大変ありが

たく思っております。 

 また、敬老会にも参加し、子どもたち

の出し物を披露したりもしています。保

育園が地域により一層受け入れていただ

けるよう、これからも地域の繋がりを大

事に取り組んでいます。 

 

―先ほどお話のあった中里公園に出張

しての取り組みなどとても良いことです

よね。 

千葉：公園に来られる方はまだ良いです。

自分で遊びに出かけようといった、気力・

体力がある方は、いろんなところへ出向

いてお話ができると思います。 

 でも、家の中で、「どうしようかなぁ」

と悩んでいる方々も実際にいらっしゃい

ます。 

 コロナ禍で当初、センターが閉鎖とな

ってしまい、担当職員もどこへも出られ

ないという状況がありました。担当職員

として、閉じこもりになり家の中でずっ

と親と子どもが一緒、息の詰まっている



方とかいないのかなと気にかかり、何か

できないかと気を揉んだりもしていまし

た。 

 最近になって、ようやくセンターを利

用できるようになりましたが、そういう

状況もあったので、利用されている方に、

利用して本当に良かったと思ってもらえ

るセンターを目指しています。  

みんなで楽しく泥んこ遊び  

 

―昨今、児童虐待が増えており、いろ

いろと要因はあるかと思いますが、虐待

防止といった面でも私たち社会福祉法人

の果たす役割も大きいものがありますよ

ね。 

千葉：支援したいと思っても、センター

にいらしてから初めて支援ができるので、

お話を聞きながら、そのなかで子育ての

悩みを聞いています。 

 また、お話が終わってセンターからの

帰り際に一時預かりのお部屋を見て、「子

どもたちが楽しそうに遊んでいますね」

と親御さんたちが見ていくことで、保育

園を利用していなくても一時預かりが利

用できるんだと知り、「私も少し預かって

もらいリフレッシュしてみようかな」と

思う機会になったりしていると思います。 

 しかし、一時預かりも、昨年は１０月

から予約がなかなか取れない状況でした。

例年、年度末になると幼稚園の入園に向

けて「トイレトレーニングをやらなくち

ゃ」、「ちょっと集団の環境に慣れさせた

い」ということで、急に一時預かりを利

用される方が増え、毎年２月、３月は予

約がひっ迫することあったんです。 

 ただ、昨年に至っては、なぜかコロナ

禍なのに１０月くらいから予約が多く、

２月分の予約受付の際は受付開始から半

日で、３月分の予約受付も開始から５０

分で埋まってしまい、それだけ利用を求

める方が増えているんだと感じました。  

 一時預かりで預ける親御さんはいろい

ろ相談をされていくので、誰かと繋がり

たい、お話がしたい、話を聞いて欲しい、

そんな親御さんも多いのかなと思います。 

 

―最近、男性の育児参加が多くなって

来ているかと思いますが、お父さんから

相談を受けることなどありますか。 

千葉：今のところ、お父さんからの相談

はあまりないですね。でも比較的、私た

ちの保育園ではお父さんたちの出番も多

く、運動会では各クラスのお父さん対抗

の種目があったりします。お父さんたち

は、お母さんたちほど頻繁には会わない

し、お互い喋る機会も少ないのですが、

そういった行事の際などに意気投合して、

その結果、「おやじの会」ができました。 



 １２月の発表会、クリスマス会で親御

さんの出し物もあるんですが、そこでも

お父さん方が入念に打合せをし、漫才や

戦隊ヒーローの恰好といった出し物を披

露してくれたりしています。  

なかよし保育園 園舎  

 

―女性と違ってネットワークづくりが

少し苦手なお父さん方に園の事業を通じ

て子育ての役割を持ってもらい、お父さ

ん同士の繋がりができるのはとてもいい

ことですね。 

千葉：お父さんたちは「保育園の送迎な

どもお母さんがやるべきじゃないの」と

か思ったりするかと思うのですが、おや

じの会や事業を通じて、お父さんたちも

いろんな話をしたり、他のお父さんが保

育園の事業に参加したりしているのを見

ていくうちに、だんだんお父さんたちな

りに役割を見つけて、楽しみにしてくれ

ることが多くなってきています。 

 そのような機会を通じて、親御さんた

ちすごく仲良くなっています。卒園して

もその繋がりが続いています。また、お

母さんたちだけでなく、お父さんたちも、

自分の子ども以外のお子さんのこともす

ごく分かっています。 

 法人として設立した当初から、保護者

会と法人と職員とが常に連携を図ってい

ます。もともと無認可から始まった保育

園でして、無認可時代には、朝から夕方

まで預けられる保育園を作ろうというこ

とで、その当時の保護者の皆さんにもお

力添えをいただいた経緯があり、それを

経て認可保育園となっているで、保護者

あっての保育園、保育園あっての保護者

という思いが双方に強く、保護者の方と

保育園との繋がりはとても大事にしてき

ています。 

 

―そうすると、保護者の方々も園の運

営に関わっているという実感が持てます

ね。 

千葉：現在の理事には、保護者会のメン

バーだった方もおり、ずっと保育園を見

守ってくださっているという状況です。 

 

―ウェブサイトを拝見したのですが、

行事等を通じて、地域の事業所等との繋

がりが多いですね。 

千葉：ハロウィンの行事では、ＪＡさん

に協力していただいたり、高齢者施設に

お邪魔させてして利用者の方と一緒に歌

を歌ったりし、地域の関係機関等に訪問

しています。 

 また、園で焼き芋を作った際など、ご

近所にお配りしたり、釜保育所では地域

の方とお芋を一緒に収穫したりもしてい

ます。 



釜保育所 園舎  

 

―地域との繋がりは本当に大切で、東

日本大震災の際は特に感じられたかと思

うのですが、震災当時はどんな状況でし

たか。 

千葉：なかよし保育園の敷地は、道路よ

り少し高くなってはいますが、３０セン

チ位の浸水があり、４日間、水が引きま

せんでした。 

 センターが２階建てでしたので、そこ

に避難して、親御さんのお迎えを待つ状

況でした。胴長をはいて、浮き輪を持っ

て、ロープを張りながらお迎えにいらし

た親御さんもおりました。 

 現在、なかよし保育園でも釜保育所で

も、親御さんには「災害発生時には慌て

て迎えに来ようとしないでください」と

伝えています。海に近い釜保育所では、

近くの復興住宅の４階に避難場所として

提供してもらえることになっているので、

子どもたちは職員がしっかりついていて

一緒に待っていますので、安全に来るこ

とができるようになるまでは絶対に無理

はしないでくださいと親御さんには必ず

話しています。 

 

―最後に、ＰＲや今後の展望等お聞か

せいただけますか。 

千葉：給食の面では、おやつも給食も完

全手作りです。お子さんを朝から夕方ま

で長い時間お預かりしますので、おやつ

もご飯とご飯の間の補食になるように、

お腹にたまり、体に優しいものとなるよ

うに給食担当の先生がすごく考えてくれ

ています。 

 また食材は石巻市内の業者から仕入れ、

国産のものにこだわっています。  

 今後の展望としては、親御さんや地域

の方からはもちろん、行政・関係機関等

からも、求められるような法人であり続

け、外部にこうしてもらいたいと望むの

ではなく、まずは自分たちがしっかり頑

張って、そして、保護者の方々等にまた

お願いしますねと言ってもらえるような

法人であり続けたいと役職員一同思って

います。 

 設立当時から保育に対し大事にしてき

ているものをこれからも大切にしつつ、

時代の流れに沿って新しいものも取り入

れながら頑張っていきたいと思います。  

みんなで元気に雑巾がけ  



― インタビューを終えて ― 

 

 法人設立が昭和５９年と歴史のある法

人の「なかよし会」さん。インタビュー

を通じ、法人として地域との関わりの重

要性を実感され、長年、地域との繋がり

を大切に法人運営や事業実施をされてい

らっしゃったのを感じました。  

 保育という現場で、想像以上に大変な

ことも多くあるのではないかと思います

が、未来を担う子どもたちは地域の宝物

でもあり、健やかな成長のために、今後

とも是非ご尽力をお願いいたします。 

 


